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    リアルタイム感性推定メーター
脳波計を用いたワクワク感推定ツールを構築しました。使用者に簡単なアンケートを実施す
ることで、その人の性格特性に即したワクワク感の計測が可能になりました。ウェアラブル
脳波計とノートパソコン１台で、リアルタイムに測定することが可能です。

広島大学 感性イノベーション研究推進機構
Tel: 082-257-1737　Fax: 082-257-1723
E-mail： info＠coikansei.hiroshima-u.ac.jp

〒734-8551　広島県広島市南区霞1-2-3
［アクセス］広島駅よりバスにて20分お問合せ

目指すべき将来の姿

実現の鍵となる研究開発テーマ

トピックス

ビジョン 2 豊かな生活環境の構築（繁栄し、尊敬される国へ）

プロジェクトリーダー
吉田 秀俊
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http://coikansei.hiroshima-u.ac.jp/研究開発期間：平成25年度～令和3年度

「モノ」と「こころ」が調和し、
精神的価値が成長するハピネス社会

精神的価値が成長する
感性イノベーション拠点
Center of KANSEI Innovation Nurturing Mental Welfare リサーチリーダー

笹岡 貴史
2013年

2014年

2015年
2018年

◆社会実装に向けて
感性COIプロジェクトを形成している３拠点では、知覚の可視化・感性の可視化・センシングデバイスの開発を目指して、基礎や応用、デバイス開発、
そしてKANSEIコンソーシアムメンバーとの実装試験など、幅広い研究・活動を展開しています。
こうした研究や活動の成果を活かし、本プロジェクトの目的でもある社会課題への貢献を実現するために、様々な研究の中から、社会実装への応
用可能性が高いものを「ツール」として集め、それらを組合せることで、より精度の高い客観的評価を得られる「統合解析パッケージ」を構築すべく、
準備に入りました。
「統合解析パッケージ」による「感性」の可視化は、基礎研究から企業による商品企画、社会制度のデザインまであらゆるジャンルにおいて、これま
での主観的評価に基づく研究や設計・開発を、脳科学に基づく客観的評価で補完することを可能にし、画期的な変革をもたらすことができます。

JVC・ケンウッド・ホールディング株式会社
（現、株式会社JVCケンウッド）入社
同社常務取締役・同社代表取締役社長
エルナー株式会社代表取締役社長
VAIO株式会社代表取締役社長
広島大学・学術・社会連携室・客員教授
感性イノベーション研究推進機構 機構長

京都大学大学院情報科学研究科博士
後期課程修了
広島大学大学院医歯薬保健学研究院 
特任助教
同上 特任講師
脳・こころ・感性科学研究センター准教授
認知神経科学、認知心理学が専門

広島大学・学術・社会連携室・客員教授 広島大学・脳・こころ・感性科学研究センター・准教授

◆感性の科学的解明
五感からの情報（外受容感覚）と身体内部からの感覚情報（内受容感覚）とが、脳内の島皮質
と呼ばれる部位で統合され、過去の経験と照らし合わせて「気づき」が生まれます。感性とは、
「気づき」をきっかけとして、「ワクワク」のような気持ちを生じさせるシステムであるという「感
性脳ネットワーク仮説」を立案しました。本拠点では、現在、この仮説の脳科学的検証に取り
組んでいます。また、外受容感覚を処理する「知覚」のメカニズムや他者とのコミュニケーショ
ンのプロセスを解明することで、人と人、人と社会のつながりに関する研究を進めています。
さらに、感性や知覚の可視化技術の基盤となる最先端のデバイス開発を行っています。

血管剛性による痛み・不安の測定
自律神経反応である「痛み」の定量化に血管剛性の測定結果を利用で
きることがわかっています。さらに、fMRIを用いた実験で、痛み刺激
によって脳の感性に関わる部位が活性化することを確認しました。血
管剛性の測定値が不安やストレスなどの自律神経反応を反映するとい
う仮説を立てて、刻々と変化する状況下での不安・ストレスをリアルタ
イムで測定するツールの開発を進めています。

①広島らしさが目をひくデザインへ ②売り場で目を誘うデザインへ

訴求したい、「広島」「レモンが香る」「牡蠣」の文字が目
立つデザインへ（ミクロ的評価）

よしの味噌の新商品は、他社製品と比べると
黄色のデザインが目立つ（マクロ的評価）

モノづくりの技術は、経済性や効率に軸足をおいて進展してきました。モノを活用する人の充足感や精神的
価値の向上など、内心の変化への着目が遅れているのは、現代においても、心の動きの科学的解明が容易
ではないためです。
感性イノベーション拠点では、このチャレンジングな課題に最新の脳科学を駆使してアプローチすることで、
人と人・人とモノ・人と社会が「感性」によって繋がり、調和する社会の実現を目指します。
私たちは、研究対象である「感性」を、「視覚・聴覚などから得られる情報を個人の経験と照らし合わせた時に、
何らかの『気づき』が生じる脳の活動」と定義づけました。このメカニズムを解明することによって、新しい価
値を生み出す知的基盤を構築し、モノづくりやサービスに革新をもたらすことができると考えています。

広島大学
広島市立大学、産業技術総合研究所、追手門学院大学、マツダ㈱、三菱ケミカル㈱、MCCコンポジットプロダクツ㈱、アンデルセングループ、コベルコ建機㈱、
広島ガス㈱、TOTO㈱、サッポロホールディングス㈱、凸版印刷㈱、三井化学㈱、清水建設㈱、㈱明治、コニカミノルタ㈱

自然科学研究機構生理学研究所、横浜国立大学、京都大学、北海道大学、
㈱エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所、沖電気工業㈱、東海光学㈱、
㈱エヌ・ティ・ティ・データ、トヨタ紡織㈱、㈱ゼンショーホールディングス

プロジェクトリーダー：吉田 秀俊（広島大学） 　リサーチリーダー：笹岡 貴史（広島大学）
【中核機関】
【参画機関】

【参画機関】

■ 生理研COI-S拠点

静岡大学、浜松医科大学、光産業創成大学院大学、千葉大学、
浜松ホトニクス㈱、本多電子㈱、㈱ブルックマンテクノロジ、
パルステック工業㈱、橋本螺子㈱、㈱フォトロン

【参画機関】

■ 光創起COI-S拠点
：萩原 一平（㈱エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所）
：井本 敬二（自然科学研究機構）

：原 勉（浜松ホトニクス㈱）
：川人 祥二（静岡大学）

概　要

実施体制

社会実装を想定する主なアプリケーション・サービス
●リアルタイム感性推定技術
 ・脳科学にもとづき感性を定量的に測定するツールを開発します。
 ・様々な環境で感性を測定できるよう、ウエアラブルで非接触・非拘束など簡便な装置、ツールの開発をめざします。
●感性情報をユーザ特性にあわせてフィードバック制御する製品・サービス
 ・製品、サービスに感性情報の解析技術を組み込むことで、ユーザそれぞれの特性にあわせたカスタマイズが進み、自分だけの製品・サービス
　へと成長させる技術・システムの構築をめざします。

基礎研究

モデル化 ツール化

顔・音声・言語の総合的感情推定モデル
①顔の表情を撮影した静止画からの感情推定、②発言の音響的特徴からの感情
推定、③発言に含まれる感情語や表現からの感情推定の３つを並行して行うこと
で、本心と異なる発言（嘘やお世辞）か否かの評価を可能にしました。社会実装に
向けたシステムの改良、軽量化を進めています。

③「よしの味噌」らしさの追求

自社商品との類似

競合商品群
との類似

３．光技術を用いた感性推定技術
光技術を活用して、感性の可視化の指標
となりうる生理指標の変化を測定する技
術の開発を進めています。
例えば、顔を撮影した画像から心拍変動
や血圧を推定し、ストレスを定量化する
「顔感性カメラ」は、人の目では表情を読
みづらいほど暗い環境下でも解像度の高
い画像を取得し、有効な測定結果を得る
ことができます。

KANSEIコンソーシアムにおける活動
コニカミノルタ㈱と地域食品メーカー（よしの味噌㈱）の連携事例 
商品の訴求したいメッセージを伝えきるデザイン意匠を実現するために、生理研グループの知覚研究を応用して3つの
要素から商品パッケージデザインの開発に貢献しました。

本拠点では、感性の可視化技術の開発とその社会実装をめざしています。

プロジェクトリーダー
リサーチリーダー

プロジェクトリーダー
リサーチリーダー

“いつでも、どこでも、だれとでも”感性イノベーションによる社会の革新

◆主な研究内容
１．感性の可視化
「感性」のメカニズムを解明する基礎研究の知見をモデル化、さらに、社会課題を解決に導くツールの開発に取り組んでいます。

視覚サリエンス（顕著性）の計算論的モデルによる評価
ヒトの知覚特性を応用した分析

画像統計量を用いて
定量的に評価

テクスチャ知覚に重要と考え
られる視覚特徴からの分析

2．知覚の可視化
知覚の脳メカニズムを明らかにする基礎研究からモデル化を通じた社会実装と、社会性に関わるような人間
的で複雑な情報をとらえる科学的アプローチによる基礎研究の現実社会への応用を目指しています。


